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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社R-CORPORATION 

 

②施設・事業所情報 

名称：レインボー保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：齋藤 和子 定員（利用人数）：60(65) 名 

所在地：〒245-0053 

横浜市戸塚区上矢部町2030番地4 

TEL：045-811-3328 ホームページ：https://rainbow.ed.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：1971年06月01日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人レインボー保育園 

 職員数 常勤職員：19 名 非常勤職員：20 名 

 専門職員 （専門職の名称）： 名  

保育士：27名 栄養士：2名 

管理栄養士：1名 社会福祉士：1名 

子育て支援員：1名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

居室：1階保育室(にじのへや) 設備：レインボーひろば分室 

居室：2階保育室(もりのへや) 設備：調理室 

居室：3階保育室(おひさまのへ

や) 

設備：事務室 

 設備：多目的ホール 

 設備：乳児用トイレ 

 設備：幼児用トイレ 

 設備：屋上園庭 

 設備：レインボーひろば分室（園庭） 

 

③理念・基本方針 

＜理念＞ 

１．知育・徳育・体育の三位一体の養育 

２．保護者の就労保障と育児支援 

 

＜基本方針＞ 

●人の役に立とうとする人に育てましょう 

●子どもと共に、親や職員も育ち合いましょう 

 上記に加えて、<大切にしたい10項目>を掲げています。 

 

＜保育目標＞ 

1. じょうぶなからだ 

2. 思いやりのあるやさしいこころ 

3. 意欲のあるがんばる子 

https://rainbow.ed.jp/


 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

＜レインボー保育園の特徴的な取組＞（基本情報Ⅰ-３の記載事項） 

●定員60名のアットホームな保育園です。 

●設立以来地域のみなさまと共に歩み、50余年。約650人の卒園生がいます。 

●区内で２か所しかない「子育てひろば常設園」の指定を受けています。育児講座・交

流保育・園庭開放・育児相談など、在園児のケアだけでなく地域にお住いの子育て家庭

の支援も行っています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2023年05月12日（契約日） ～ 

2024年03月08日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       2回（2018年度） 

⑥総評 

【レインボー保育園の概要】  

●レインボー保育園（以下、施設という。）は、JR並びに横浜市営地下鉄の戸塚駅の北

西約２㎞、同駅からバスで10分程の「第二工業団地中央」バス停から徒歩１分の印刷工

業団地の中に位置しています。施設は印刷工場と集合住宅の一角にありますが、周辺は

閑静で、日当たりも良く、屋上園庭からは晴れた日には丹沢の山並みも遠望できます。

都市部の施設にあって、屋上園庭でのびのびと大きな声で遊んでも周囲を気にすること

がないことは、子どもたちの育成にとって大きなメリットです。さらに、施設から少し

歩けば、畑や緑地等が点在し自然環境にも恵まれています。工業団地の周囲一帯は住宅

地ですが、近隣には数か所の児童公園が点在し、神奈川県立上矢部高等学校、横浜市立

上矢部小学校等の文教施設や、横浜市上矢部地区センター、消防署等の公共施設があり、

保育環境に優れた立地条件を有しています。 

 

●施設は、昭和46年6月に印刷工業団地内の託児所として開園しました。「施設は印刷

工業団地の組合員の福利厚生施設のため設立されたもので、当時の組合の目標理念が「高

福祉と高環境と高実績」の達成であり、施設は「高福祉の花」として作られました。」

とホームページに記載されており、組合員待望の施設であったことが伺えます。その後、

昭和49年11月に厚生大臣（当時）の認可を得て社会福祉法人レインボー保育園（以下、

法人という。）を開設しました。平成2年4月に0歳児保育を開所し、平成6年4月に地域

活動事業「のびのびひろば」を開始し、平成14年4月には開設場所から数十メートル離

れた現在地に園舎を新築・移転し、併せて分室「レインボーひろば」を新築・開設しま

した。平成19年10月には横浜市から戸塚区私立保育園育児支援ひろば常設園の指定を

受けました。そして、令和3年6月に開園50周年を迎え、長年のノウハウを培った歴史

ある保育園です。施設は、昭和46年に印刷工業団地内の託児所として開設されました。

以来、この団地内で50余年施設運営が行われています。保護者には卒園生も多く、毎年、

園児制作の壁画（鉄板）の付け替えをしてくれる工務店も卒園生です。開設当初から父

母会があり、施設の職員が参加・事務局を担当する等、保護者と協働で子育てを行って

います。施設は、保護者・地域と共に歩み、育まれてきた保育園です。 

 

●本園の定員は0歳児・1歳児18名、2歳児～5歳児各42名の合計60名です。園舎は、

鉄筋コンクリート造り3階建てで、1階には送迎用の玄関フロア、事務室、調理室と延長

保育や会議等、多目的に使う「にじのへや」があり、２階には３・４・５歳児の幼児保

育室「もりのへや」、３階には０・１・２歳児の乳児保育室「おひさまのへや」が設定

されています。屋上は園庭となっており、日常と、夏季のプール遊び等に活用していま



 

す。分室「レインボー広場」は本園から50ｍ位離れた場所にあり、園児の絵画・造形指

導や音楽教室等が行われる木造平屋建ての建物と、地域の子育て親子への園庭開放や交

流保育等を行う土の園庭を有しています。また、地域の子育て支援事業として、分室園

庭（冬季は屋上園庭）で「わくわくひろば」を実施し園庭開放を行うと共に、保護者の

相談にも対応し、戸塚区の保健センターと連携して赤ちゃん教室を実施する等、地域の

子育て支援拠点の機能を発揮しています。 

 

◇特長や今後期待される点 

〈特に評価の高い点〉 

１．【安心感の高い、地域に育まれたレインボー保育園】 

法人・施設は、設立当初から保育の指針（基本方針）に“躾十項”を有しており、現在

は “大切にしたい10項目”と名称を変え、内容を平易な文章で掲げていますが、その

理念は変わらず受け継がれています。“大切にしたい10項目”は保育計画に位置付けら

れ、知育・徳育・体育として当該10項目に沿った保育を実践しています。また、施設に

は育児経験があり、保護者の気持ちが分かる経験豊富な保育士が多く在籍し、見守りな

がら子どもの気付きを促し行動につなげるよう、子どもの個性や感性、自主性を育む支

援に努めています。保護者アンケートでも、「子どもの特性を考えて、それに合った対

応をちゃんとしてくれる」、「保護者と並走して考えてくれる」、「子どもをのびのび

と過ごさせつつ、長い目で見るとしっかり生活習慣等を教えてくれるので安心」等、保

護者は保育をしっかり見ていることが覗われます。職員は、クラスだけでなくフロアを

超えて、子ども・保護者を理解しており、保護者の相談にも適切に対応しています。保

育士のクラス配置も手厚く、さらに、保育内容がホームページや園のしおり、重要事項

説明書に加え、園だより、掲示板、ビデオ、連絡メール、給食のサンプル等、様々な広

報手段により保護者に提供しています。保護者アンケートでも、保育に対する信頼・安

心感を持ったコメントが多く寄せられています。 

 

２．【子どもたちの個性や発達段階に応じて、エンパワーメントを重視した特色ある保

育】 

施設では、「知育・徳育・体育の三位一体の養育」を基本理念の第一に掲げて、理念に

対応する「じょうぶなからだ」・「思いやりのあるやさしいこころ」・「意欲のあるが

んばる子」を保育目標に、「からだを使ったあそび」・「音楽あそび」・「造形あそび」

を遊びの三本の柱として、子どもの発達段階に沿った指導・支援が行われています。「か

らだを使ったあそび」では３歳～５歳には外部講師による体育指導を行い、「造形あそ

び」（5歳児）も外部講師による造形遊びや卒園作品作りの支援が行われています。プレ

イデイ（体育発表）やのびのびコンサート、作品展等、遊びに関連する月例の行事が多

く企画されています。施設には、育児経験のあるベテランの保育士が多く、調査時での

乳・幼児担当保育士との面談からも、「子どもに過度に関わるのではなく、子どもを見

守り、子どもの気付きを促し、自らの行動につなげる支援をしている」との保育姿勢を

伺いました。保護者アンケートでも、「子どもの特性を考えて、それに合った対応をち

ゃんとしてくれる。保護者と並走して考えてくれる」（2歳）、「子どもの個性に応じた

保育をしてくれていると感じる」（5歳）、「他クラスと日常的に関わることができる」

（２歳）、「子どもの個別性を尊重してくれていると思う」（２歳）等、取組を評価す

る意見が多数あります。 

 

３．【保育の指導計画に沿った丁寧な保育】 

保育の指導計画は、施設の理念と目標、基本方針、保育所保育指針に沿って策定されて

います。保育計画は、施設全体とクラス別の年間計画と、クラス別の月間指導計画・週



 

保育計画から構成されています。クラス別の年間指導計画は、四半期ごとに達成する「子

どもの姿」、「ねらい」が明記され、評価・反省できる様式となっており、1年間の自己

評価も実施しています。0歳児は、月例3か月ごとの「子どもの姿」と「ねらい」を掲げ、

子どもの発達を踏まえて2歳未満までの子どもの姿を見据えた計画となっています。四半

期ごとの評価・反省、1年間の自己評価についても、年間計画と同様に行っています。週

保育計画は、週のねらい、1日の子どもの活動のねらい・活動から構成され、準備・配慮

事項や反省欄を設け、詳細な記載が成されています。また、個々の子どもの育成に関す

る児童票を作成し、各要素の発達状況に応じて、２か月ごとにその状況を詳細に記載す

ると共に、保護者との面談記録や配慮事項等を記載し、保育に反映させています。各記

録の内容も詳細であり、職員が子どもたちを良く観察していることが分かります。経験

値の高い保育士が、これらの計画を踏まえながら、個々の児童の発達の状況に応じた丁

寧な保育を行うと共に保護者の育児相談にも適切に対応しています。人員配置も手厚く、

各クラス2名、フロア計6名の保育士に、フリーの職員が付き、フロア全体が分かるよう

配慮されています。保護者アンケートにも、「先生方の子どもへの接し方、声かけの仕

方、愛情をかけてくれていることがわかり安心」（1歳）、「丁寧にフレキシブルに対応、

運営して頂いていると思います」（1歳）、「作業的でなく一人ひとり見てくれている」

（3歳）等の評価や、職員間の連絡体制・連携が良く、職員がどの子もよく知っている、

どの職員も相談に乗ってくれる等、保育に対する評価は高く、保護者の安心感、満足感

を得ています。総括的な質問項目の「職員はお子さんを大切にしてくれていますか」、

「お子さんは保育園で楽しく過ごしていますか」、「保育園の総合的評価の満足」につ

いては、概ね満足を含めて満足度は全て100％でした。 

 

４．【施設の紹介や活動状況等の積極的な情報公開】 

法人のホームページでは、①保育園の概要②保育園の様子③情報公開（事業計画・同報

告、計算書類、役員・監事・評議員名簿、自己評価、第三者評価、定款、役員報酬規程）、

行事予定表、今月のレインボーだより、給食室からのお知らせ、個人情報保護方針が掲

載されています。また、重要事項説明書をコンパクトにまとめた分かり易い「レインボ

ー保育園のしおり」や、パワーポイントで作成したビジュアルな「重要事項説明書」を

入園説明会等で保護者に説明・配付すると共に、ファイルに入れて玄関ロビーに常時設

置し、誰でも見ることができるようにしています。また、園のしおりや重要事項説明書

は戸塚区内の行政センター等、公共の場所に配架し地域住民の目にも触れるようにして

います。この他、玄関ロビーのモニターでは主に午前の保育の様子を、翌日の午前中に

それぞれ観ることができるようになっています。また、誕生会の様子や、感染症発生状

況等の重要な情報が、保護者のスマートフォンに伝達されるシステムを採用し、保護者

との情報連絡の充実を図っています。勿論、WAMNETにも法人の現況報告書及び計算

書類を掲載しています。徹底した情報公開や、保護者とのネットワーク形成は法人・施

設として卓越したものと認められます。 

 

５．【地域貢献事業への意欲的な取組】 

施設は、地域の子育てニーズを踏まえて、緊急・リフレッシュ・私的利用等に対応する

一時保育を積極的に受入れています。さらに、戸塚区で２園しか指定を受けていない「戸

塚区私立保育園育児支援ひろば常設園」として、わくわくひろば（園庭開放）、のびの

びひろば（育児講座・園児との交流保育・給食体験・離乳食講座等）を実施すると共に、

赤ちゃん教室（ベビーマッサージ・遊び・子育て情報の提供・保育相談等）にも取組ん

でいます。さらに、戸塚を中心にボランティアや生涯学習、市民活動をしている団体を

紹介するイベント「とつかお結び広場」に参加し、地域課題の掘り起こしや他団体との

関係づくりに取組んでいます。育児講座等を実施しています。また、保育実習でもコロ



 

ナ禍にも関わらず、大学、短期大学、専門学校からの保育士の育成要望に応えています。

通常時には、高校・中学校の体験学習を積極的に受入れ、高校等に出向き、社会人講話

として保育園の役割や内容等を伝えています。この他、近隣の高齢者施設との交流（コ

ロナ禍では手紙のやりとり）や障害者地域作業所からのパンの購入、貧困家庭との相談

や育児支援・給食提供等、幅広く意欲的に地域貢献活動に取組んでいます。 

 

〈今後期待される点〉 

１．【実効性のある中・長期計画の策定と定期的な評価・見直し】 

前回の第三者評価で、「中・長期的なビジョンを中・長期的な計画にまとめることはし

ていません。」とのコメントを受け、法人では、第三者評価の次年度の平成31年に、令

和５年度までの中・長期計画を策定しています。当該計画は、「事業管理」、「財務管

理」、「人事管理」、「その他」に分かれており、法人・施設に関わる課題が簡潔に分

かりやすく記載されています。一方、それぞれの課題には、「人材の確保と育成」等の

継続的に取組むべき課題の他、施設の改修や、諸課題の検討、計画の策定等、達成時期

を明確にすべきものがあります。計画の終期が令和5年度ですが、達成時期を明確にすべ

き諸課題の達成状況が当該計画では分かりません。また、期間中の見直しも行われてい

ません。令和６年から次期の中・長期計画が始まりますので、次期の中・長期計画では、

達成時期を明確にすべき課題については達成時期を想定し、毎年の進捗状況を把握して

当該計画を見直すと共に、次年度の事業計画に反映させる等、より単年度の事業計画と

連携した取組が期待されます。また、中・長期計画の中には、解決が難しい課題もあり

ますので、外部の専門家を交えたプロジェクトを設置する等、解決に向けた実効性のあ

る仕組みづくりを検討されることが望まれます。 

 

２．【職員が、自ら将来の姿を描くことができるよう総合的な人事管理システムの構築】 

施設の職員はベテランの職員と非常勤職員が多いため、法人・施設での人事管理システ

ムの構築の優先順位が現在は低いものと思われ、法人・施設では働きやすい職場づくり

に注力しています。一方、法人・施設では、これから新卒の職員等、若手職員への世代

交代を順次図っていくことを中・長期的な課題として捉えています。一方、法人・施設

では、「期待される職員像」を定めていますが、職務姿勢や職員の心構え的な内容とな

っています。職種ごと、職階ごとに求められる具体的なスキルの水準を明らかにした職

員像を示すことにより、若手職員が将来の姿を描けるよう「職員像の提示」や、スキル

アップ支援（OJTや計画的な研修等の人材育成）、職務成果が評価される人事基準や、

評価と連動する目標管理、給与体系等、総合的な人事管理システムの構築に、中・長期

課題として取組まれることを期待します。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

施設名 レインボー保育園    

       

≪第三者評価を受審した感想・自己評価での取り組みの感想≫ 

自園の取組を振り返る良い機会となった。 

また、外部機関からの客観的な視点を知ることで、自園・法人の課題を把握しやすくな

ることが分かった。 

 

≪評価後取り組んだ事として≫ 

１．保護者会活動等、保護者にとって全体像のイメージが持ちにくいものについて、写

真を多用したスライドを作成し、“見える化”した。 

 



 

２．働きやすい職場作りの一助となるよう、サンクスカード（職員間で感謝のメッセー

ジを渡し合う）の取組を導入（R6.4月～）。 

 

３．職員会議録等を共有ファイル（フォルダ）に保存し、どのフロアのパソコンからも

閲覧できる仕組みを検討。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


